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1．はじめに	

	 北極海の夏季海氷面積は近年急速に減少してきており、それに伴って北極海での資源開発や航路利用がすすめ

られるようになってきた。それらを安全で効率的にすすめるためには、海氷分布の予測が不可欠である。GRENE 北

極プロジェクトでは、長期（数十年）、中期（数ヶ月）、短期（１週間程度）それぞれの時間スケールでの海氷

予測を目指して研究がすすめられてきており、本研究では夏季の海氷分布を春季に予測する数ヶ月予測と、その

精度向上を目指した研究に取り組んだ。	

	

２．解析手法と成果	

	 海氷中期予測は人工衛星による観測データを用い、過去十数年分のデータをもとに統計的手法によって行った。

解析にはマイクロ波放射計 AMSR-E および AMSR2 によるデータから導出された 2002 年 12 月以降の毎日の海氷情報

を用いた。これらのデータは国立極地研究所の Arctic	Data	archive	System（ADS）を通じて取得した。また、海

氷漂流速度は 36GHz チャンネルの画像から面相関法を用いて独自に計算したものを用いた。	

	 まず、海氷密接度と海氷漂流速度を用いた解析から、北極海の夏季の海氷分布は、冬季の海氷漂流パターンと

関係があることが分かった（Kimura	et	al.,	2013）。これは、冬季の海氷移流（収束・発散）により春季の厚さ

分布が決定され、それが夏季の海氷分布を左右しているためと考えられる。本研究では、この関係をもとに春ま

での海氷の動きから夏季の海氷分布の予測を行った。具体的には、各年の 12 月 1 日の海氷域上に約 20000 個の仮

想粒子を等間隔に配置した後、毎日の漂流速度を用いて 4 月末までのその動きを追跡した。こうして得られた４

月末の仮想粒子密度と夏季の任意の日の海氷密接度との関係を導出し、それをもとに 7 月から 9 月の期間の海氷

密接度分布を予測した。	

	 GRENE 北極プロジェクトの期間中に、漂流速度の計算方法の改良、長期の減少傾向などローカルな特性の考慮、

予測誤差の見積手法の検討などをすすめた。さらに、昨年の予測では Krishfield	et	al.	(2014)の手法をもとに

AMSR データから推定した 12 月 1 日の海氷厚を考慮することにより、特に長期減少傾向が見られる海域での予測精

度を向上させることができた。このほか、海氷の厚さ分布予測（2014 年）、4 月までのデータをもとにした秋季

までの海氷予測（2013 年）、夏季のデータを用いた秋季の海氷予測（2015 年）などを試行した。	

	 得られた予測結果は５月中に日本語版と英語版をウェブサイトで公開し(http://www.1.k.u-tokyo.ac.jp/YKWP/	

2015arctic.html)、さらに 6 月と 7 月に最新のデータを用いて修正版を出した。また、ADS でも予測結果を閲覧で

きるようにした。	

	 	

３．今後の課題	

	 この予測の鍵となるのは春の海氷厚分布の正確な見積もりである。現在は春季までの海氷の動きから間接的に

海氷厚分布を推定しているが、直接的な方法で海氷厚を導出できることが望ましい。海氷の力学的変形による海

氷厚変化をより現実的に再現できる数値モデルの開発と、それを用いた海氷厚の再解析データが整備できれば非

常に有用である。	

	 現在の予測では春季以降の気象条件が考慮されていない。春季から夏季にかけての特異な気象条件を春までに

予測できれば、海氷中期予測精度の大幅な向上が期待できる。逆に、本研究による海氷中期予測の結果を、気象

の中期予測に利用するための取り組みもすすめていきたい。	
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